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ドミノ事業

N&C事業

マシナリー事業

P&H事業

P&S事業代表取締役社長　佐々木一郎代表取締役会長　小池利和

はじめすべての指標で、期初予想を下回る見通しです。

株主の皆さまへの利益還元については、今年度からは

じまった中期戦略「CS B2021」で定めたとおり、次なる

成長に向けた成長基盤の構築のための投資を行う一方

で、連結配当性向35%を目標として、安定的な利益還元

を実施してまいります。同時に、急激な経営環境の悪化

による著しい業績低迷時を除き、1株当たり年間60円を

配当の下限水準といたします。

通期連結業績予想の引き下げおよび上記利益還元方針

に基づき、当年度の第2四半期末の配当金については、前

年同期と同額となる1株当たり30円（期初予想33円）と

させていただきました。年間の配当予想も同様に前年度

と同額となる1株当たり年間60円（期初予想66円）とい

たします。これにより、今期の予想連結配当性向は35%

となる見通しです。

株主の皆さまにおかれましては、今後も一層のご支援

を賜りますようお願い申し上げます。

当第2四半期連結累計期間（2019年4月1日～2019年

9月30日）の連結業績は、プリンティング・アンド・ソ

リューションズ事業では、モノクロレーザーのOEM販売

などの減少により、製品の販売数量は減少したものの、グ

ローバルで消耗品の売上は堅調に推移しました。マシナ

リー事業では、産業機器が、自動車・一般機械向け、IT向

けともに需要が低迷し、事業全体で大幅な減収となりま

した。ドミノ事業は、グローバルに安定的な成長が続き、

堅調に推移しました。

これらの結果、売上収益は、前年同期比7.3%の減収と

なる3,184億8千7百万円、営業利益は、前年同期比4.0%

の減益となる365億2千6百万円、親会社の所有者に帰属

する四半期利益は、前年同期比4.5%の減益となる272億

7千5百万円となりました。

2019年度の通期連結業績予想につきましては、主に

マシナリー事業において、景気の先行き不透明感の高ま

りによりグローバルで設備投資に慎重な姿勢が見られ需

要の低迷が長期化していることなどにより、売上収益を

株主の皆さまへ

株主の皆さまには平素より格別の
ご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
本報告書では、2019年度上半期業績の
ご報告に加え、ブラザーグループの主な
取り組みについてご紹介させていただきます。

（2019年4月1日～2019年9月30日）



JPX 日経インデックス400 構成銘柄

証券コード　6448

株主メモ
事業年度 4月1日～翌年 3月31日
定時株主総会 毎年 6月
期末配当金受領株主確定日 3月31日
第2四半期末配当金受領株主確定日 9月30日
基準日 3月31日
公告掲載URL https://global.brother/ja/investor/koukoku

※  ただし、事故その他やむを得ない事由により電子公告
によることができないときは、日本経済新聞に公告し
ます。

■株主名簿管理人／特別口座の口座管理機関  
　三菱UFJ信託銀行株式会社　
■同連絡先  
　  三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　  

東京都府中市日鋼町1-1  
TEL：0120-232-711（通話料無料）

※  株主さまの住所変更その他各種お手続きにつきましては、株主さまご自身
が口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）にて承りますので、
詳細は各口座管理機関へお問い合わせください。

※  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、特別口
座の口座管理機関である三菱UFJ信託銀行株式会社までお問い合わせくだ
さい。

IRウェブサイトのご案内
当社IRウェブサイトでは、「個人投資家の皆さまへ」ページ 
など、コンテンツの拡充を進めています。最新のIR情報など、
さまざまな情報を提供しておりますので、
ぜひご覧ください。
https://global.brother/ja/investor

本社  名古屋市瑞穂区苗代町 15番1号  〒 467-8561
環境に優しい

「水なし印刷」を
採用。
大気中に
揮発性有機物を
排出しません。

インキの石油系溶剤を
大豆油主体とした
植物系溶剤に
100％置き換え、
VOC（揮発性有機化合物）
フリーとしました。
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https://www.brother.co.jp/product/biz/business-navi/special/shimasenka/index.aspx

検索あなたのブラザーでいたい

検索ビジネスNAVI

国内向け企業広告の新キャッチフレーズ発表

国内向けイメージキャラクターに
三浦春馬さんを起用

2019年8月、「あなたのブラザーでいたい。」を国内向け企業
広告のキャッチフレーズとして発表しました。「あなたのブラ
ザーでいたい。」には、常にお客様のことを第一に考える会社で
あり続けたいという思いと、お客様から身近な存在として信頼
されるブランドになりたい、という願いが込められています。

2019年5月、ブラザーの国
内販売子会社であるブラザー販
売株式会社は、俳優として活躍
する「三浦春馬」さんをブラザー
販売のイメージキャラクターに
起用し、プロモーションを開始
しました。次なる成長に向けた
BtoB領域を強化していく中で、
活躍の幅を広げ挑戦を続けて
いる三浦春馬さんと共に、ブラ
ザーのビジネス戦略の発信を強
化していきます。 国内向けプロモーション

新キャッチフレーズを使った動画

工作機械SPEEDIO専用オプション
「ローディングシステム　BV7-870」新発売

業務用通信カラオケ JOYSOUND 
フラグシップモデルを発売

2019年5月、コンパクトマシニングセンタSPEEDIO（スピー
ディオ）シリーズに取りつけることで、加工する部品を自動で搬
送・供給できるオプション装置「ローディングシステム　BV7-
870」を発売しました。

加工部品の搬入・搬出に機能を特化しコストを抑え、さらに
SPEEDIO本体に取りつけた状態で納品する設計により、設置・
設定・操作がシンプルにできるようになりました。

2019年6月、ブラザーの連結子会社である株式会社エクシング
より、業務用通信カラオケ「JOYSOUND MAX GO」とナイト
市場ハイパフォーマンスモデル「JOYSOUND 響Ⅱ」を発売し
ました。

映画やライブ・ビュー
イングなど、歌うだけで
なく、観て楽しめる多彩
な映像コンテンツを配
信することで、カラオケ
ルームに新たなエンタテ
インメント空間としての
価値を創出するサービス

「みるハコ」もスタートさ
せました。

ローディングシステム「BV7-870」 SPEEDIOに取りつけたローディングシステム

JOYSOUND MAX GO

株主総会に関する詳細情報はこちら

https://global.brother/ja/investor/meeting

検索ブラザー株主総会

第127回定時株主総会
15年ぶりに当社ホールで開催

2019年6月24日、「第127回定時株主総会」を15年ぶりに当社
ホールにて開催し、341名の株主さまにご出席いただきました。

総会では、2018年度の業績や、新中期戦略「CS B2021」達成
に向けた取り組みなどについてご説明しました。株主の皆さま
からは、AI活用の戦略や、ドミノ事業の進捗などのたくさんの質
問をいただきました。質疑応答の後、議案はいずれも原案どおり
承認可決されました。

総会終了後には、当社グループの経営陣と直接対話いただく
「株主懇談会」をブラザーミュージアムにて開催。会場内の製品
展示をご覧いただくとともに、当社グループの役員や従業員と
交流を深めていただきました。

株主総会会場（ブラザー瑞穂工場ホール）

ブラザーミュージアムでの製品展示


